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研究成果の概要（和文）：生命保険業において雇用保障が成績に依存する大量の女性営業職と長期雇用で年功賃金型の
総合職男性、賃金カーブがフラットに近い一般職女性と無期雇用の非正規女性がいかに同一企業内で併存し機能してい
るのかその雇用ルールを検討した。つまり雇用ルールが異なるものをどのように同一の企業、同一の雇用システムで機
能しうるのかを実証研究した。異なる雇用ルールが機能するには、ジェンダーは決定的に重要なファクターであるが、
ジェンダーに付与される意味付けは多義的である。本研究では、システムの形成過程及び均衡点、そこからの変容につ
いてジェンダーの意味付けがどのように行われているのかをそれぞれ検討する必要性を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Japanese life-insurance industries have traditionally developed gendered 
strategies of sales and employment,the staple of which has been the employment of a vast number of 
middle-aged sales women and their direct reach out to potential clients. It is dramatically different 
from the popular sales strategies of American and European insurance companies, which rely on the 
professional male staffs.Although the sales women are called regular workers,　the employment is 
ambiguous.They are eligible to join the social security system and join a same union.However they are 
very easy to be layed off unless they success to sell life insurance. These characteristic of working 
condition are between employee and self-employed.Japanese traditional life insurance companies employ 
middle-aged women as sales staff on the assumption that women are naturally cut out for selling life 
insurance policies and caring for the customers. Gender norms play a significant role in the recruitment 
of new sales staff.

研究分野： ジェンダー論、労働経済論
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１．研究開始当初の背景 
日本ではパートタイム労働者の基幹労働

力化が進み、企業や労働組合、法政策的取り
組みが進んでいるにもかかわらず、処遇の改
善が進まず、諸外国と比べてもフルタイム労
働者との格差が非常に大きいレベルにある。
こうした状況に対して、雇用システムの「日
本的特質」のために、正社員とパートタイム
労働者の処遇格差は合理性があるとみなさ
れ、また規制のあり方も「日本型」にせざる
を得ないという主張がされてきた(厚生労働
省、2002 など)。一方で、膨大に蓄積されて
きた日本的雇用システム論の研究の多くは、
正社員男性のみを理論化およびその実証研
究の対象としており、非正規労働者や女性は、
議論そのものから排除されるか、補論などで
付加されるにとどまってきた。その背景には、
男性正社員以外がそもそも全く想定されて
いない論者は別としても、日本的雇用システ
ムの特徴とされる「終身雇用」「年功賃金」「企
業別組合」には、多くの非正規労働者や女性
はほとんど当てはまらない実態があり、非正
規労働者や女性労働者を理論的に組み込む
ことができない、ということがあったといえ
る。 
 
２．研究の目的 
本研究は、ジェンダー、非正規雇用、専門

職という視点を含めて日本の雇用システム
の特質を捉えなおし、雇用システムの国際比
較の理論枠組みを発展・深化させることを目
的とする。従来の日本の雇用システム研究の
対象とされてこなかった女性、非正規雇用、
専門職の労働者について雇用ルールを解明
する実証研究を行い、それらの労働者を含め
て理論化する。さらに、日本の雇用システム
において、ジェンダー公正を実現していくた
めに必要な課題と解決に向けた手がかりを
検討する。 
 
３．研究の方法 
正社員女性や専門職、派遣労働者など「職

能ルール」に組み込まれていないと考えられ
る領域について、雇用ルールを解明するため、
聞き取り調査により、実証研究を行う。具体
的な実証研究の対象としては、「生命保険業
における女性営業職員」「事務職の派遣労働
者」とする。 
 
４．研究成果 
4 年間の研究成果としては、第 1 に生命保

険業における営業職、一般職女性、管理職層
に注目しながら、雇用ルールの解明に取り組
んだ。第 2に、現在政策として進められてい
る多様な正社員施策が女性雇用に及ぼすイ
ンパクトを流通・小売り産業を事例に検討し
た。第 3に運輸業・流通小売り業における日
本的雇用システムの強みと言われた現場で
の労使による生産性向上への取り組みを検
討することから非正規雇用へのインパクト

を検討した。第 4に地方の女性雇用の実態分
析から日本的雇用システムの再検討を行っ
た。 
日本の生命保険会社における営業職員は、

雇用と自営双方の性格を併せ持つ労働者で
ある。さらに、「正社員」と呼ばれるものの、
日本の雇用システムにおけるいわゆる正社
員とは大きく異なる。後で詳しくみていくよ
うに、年金・健康保険・雇用保険・労災に雇
用者として社会保険適用され、さらに労働組
合にも加入している。一方、採用は新卒中心
ではなく中途採用中心で、リクルート方法も
営業職員たちのネットワークを活用するこ
とが多い。中途採用にもかかわらず、職業経
験は問われず、人柄や外見が重視される。報
酬は、基本的には一定期間を過ぎたら固定給
部分が少額となり、歩合給のウェートが高く
なるような体系となっている。雇用保障は成
績に依存し成績がクリアできない者は離職
せざるを得ず、実質的に保障されないに等し
い。 
日本における生命保険の営業職に関する

もう一つの大きな特徴として圧倒的多数を
女性が占めていることが挙げられる。一般的
に日本では営業職は男性の仕事というイメ
ージが強く、2010 年の国勢調査でも営業職業
従事者に占める女性の割合は 15.3％と低い。
欧米においては、生命保険の営業に携わる労
働者は男性中心であるといわれている。例え
ばアメリカでは、保険販売エージェントと言
えば専属、独立にかかわらず、伝統的に男性
の仕事と認識されてきた。日本においても、
戦前は圧倒的多数を男性が占めていたが、戦
後徐々に多数を女性が占めるようになり、現
在では日本の生命保険営業といえば「生保レ
ディ」と呼ばれるほど女性の仕事として定着
している。この労働者のジェンダーの歴史的
変化は、営業職が現在の形での自営的側面と
雇用的側面を持つ特徴が形成される過程と
も重なる。 
日本における生命保険の営業は、雇用関係

はあるがその雇用の特徴は自営と雇用双方
の性格を併せ持つ大量の労働者によって行
われること、その労働者の圧倒的多数が女性
であることが大きな特徴である。 
 顧客の多様性、その多様な顧客の多様なニ
ーズを前提とした場合、どのようなタイプの
営業職員が生命保険営業として成功するの
かは、実際にやってみないと分からないとい
うものであった。そこで大量の労働者を採用
し雇用することが、成功する人の比率を高め
ることにつながり、成績次第で雇用を保障せ
ず営業成績が悪い者の離職を促すといった
大量離職も会社にとってはむしろ効率的で
ある。その際、採用には特定の学歴や経験を
必要としないが、大量採用にコストをかける
ことは非効率になる。そこで、すでに雇用さ
れている営業職員たちのネットワーク等を
活用して、大量の労働者を募集するといった
方法が合理的に機能する。特定の学歴や経験



を必要とせず、大量の労働力を採用コストを
かけずに供給出来る人材プールは女性(主
婦）であり、安定的な雇用や主たる家計維持
者としての生活賃金が保障されない働き方
を大量に引き受けることが出来たのも女性
(主婦)であった。 
先行研究では販売は定型的、営業は非定型

的で販売よりも高度なスキルを要求される
とし、生命保険の営業は販売類似的で定型的
なスキルの低い仕事として捉えられている。
これは内部労働市場の中で長期勤続しなが
ら異動・ローテーションなどで仕事を経験し
OJT を中心に形成される技能がもっとも高度
であるという前提に規定されている。この分
析概念では生命保険営業において重要とさ
れる人間関係構築のスキルや能力を捉える
ことは難しい。日本的雇用システムに該当し
ない技能形成パターンで、雇用ルールを有し
ているが、なぜ生命保険営業でこうした特質
を持つのか、ほかの営業職はなぜ日本的雇用
システムにおける典型的雇用ルールに組み
込まれているのか、今後の検討課題である。 
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